
3 こんな技術を求めています！

2 課題の詳細

 ＶＲを活用した浄水場等の施設見学

 ＶＲを活用した水質検査体験

 ＶＲ・ＡＲを活用した水道事業の広報

近年、施設のセキュリティーが強化される中、施設見学や施設開放などの広報事業が縮小され、新しい

広報のあり方の検討が進んでいます。

今後も、多くのお客様に水道事業を理解していただくためには、これまで現地で紹介していた、見学会

を補完する、新たな広報アイテムが必要となります。

水道記念館等の一般開放施設において、浄水場の仮想空間を構築し、VRカメラを装着して体感できるコー

ナーを設けることで、施設のセキュリティー対策と広報事業の両方で充実を図ることができると考えます。

また、スマートフォンが広汎に普及している中、ARの活用を含めて新たな水道事業のコンテンツを作れば、

アピール力ある広報が実現できます。

4  技術の導入により代替が期待される業務

浄水場等の施設見学案内業務、出張学習講座のオンライン化

5 事業規模・業務量

・浄水場等の施設見学案内業務

開催頻度：約200日／年（1日に午前・午後各1回開催）、作業時間：約2時間／回

神２ ＶＲを活用した浄水場施設見学等の新たな広報 求める技術：⑬⑭

神奈川県

1  課題を抱える業務の内容


